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本日のご報告事項
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１．柏崎刈羽原子力発電所の現在の状況について（７号機）
2

 2024年6月12日までに主要設備を含めて、全体的な健全性確認を実施
 これにより、原子炉の起動に必要な主要設備の機能が十分に発揮でき
ていることを確認
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１．柏崎刈羽原子力発電所の現在の状況について（6号機）
3

 2025年3月10日までにタービン系の主要設備の健全性確認を実施。
 4月中旬から、主蒸気隔離弁・主蒸気逃がし安全弁の動作確認を実施済み。
 5月７日より制御系駆動機構の健全性確認を開始。
 安全最優先で、何かあれば一つひとつ確認のもと、健全性確認を進めてまいります。

最新版に更新の場合、差し替え
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２．発電所の安全対策について
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 安全対策の基本は、核分裂を「止める」。核物質を「冷やす」「閉じ込める」。
 多重の対策を講じています。
「原子炉を緊急停止できる設計」「非常用冷却装置」「５重の壁」など。

 中越沖地震など過去の地震を踏まえ、耐震強化を実施しています。

福島第一原子力発電所の事故の教訓を踏まえ対策を強化しました。
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5
新規制基準に沿って強化された安全対策のイメージ（6～７号機）

①：津波対策、②：電源対策、③：冷却手段の確保による炉心損傷防止対策、

④：放射性物質放出の抑制
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6
代替循環冷却設備

 原子炉などを冷やす系統が使えなくなった場合に、新たに設置した配管や代替熱交換器
車などを活用して、格納容器内の水を循環させ、格納容器内の圧力と温度を下げます。

 これにより、事故発生から短時間での放射性物質の放出や格納容器破損を回避すること
ができ、放射性物質を約10日間、格納容器内に閉じ込めておくことができます。

【代替循環冷却設備】
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7
フィルタベント設備

 フィルタベント設備は、フィルタ装置を通して放射性物質を取り除く設備であり、大気中に放出する
粒子状の放射性物質（セシウム等）と放射性よう素を大幅に低減します。

 代替循環冷却設備を使用していても、格納容器内の可燃性ガス（水素、酸素）の濃度が上昇す
ることから、フィルタベント設備を経由して大気への放出が必要になります。

 放出される放射性物質の大部分は気体状の希ガスで構成され、大気中で広がって薄まる性質をも
っており、上空を通過する間は屋内にとどまる等の対応が有効です。



＜参考＞６号機 主要な安全対策工事の進捗状況について 8
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9
３．特定重大事故等対処施設について

 特重設は、発電所への「意図的な航空機衝突等による大規模な損壊」で広範囲に設備が使えない事
態において、原子炉格納容器の破損を防止するためのバックアップ施設です。

 特重設には設置期限が決められており、設置期限前であれば運転が認められていますが、設置期限
までに完成しない場合は、運転を止める必要があります。
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４．トラブルの原因調査状況（南側66kV開閉所における火災）
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地絡電流による変圧器火災のメカニズム（イメージ）
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各設備の点検について
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４．トラブルの原因調査状況（衛星通信設備）
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調査結果について

報告書（5/12）資料（P3）に差し替え
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改善措置活動の計画及び実施状況
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今回の事象を踏まえ、より一層のパフォーマンス及び安全文化の向上に努めてまいります。
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５．2025年度使用済燃料等の輸送計画について
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 当社は、2025年度使用済燃料等の輸送計画について、以下の通り計画（2025年3月28
日 お知らせ済み）

 使用済燃料については、原子炉建屋最上階（オペレーティングフロア）での作業状況、
燃料取扱設備の点検状況などを勘案し、現時点では4号機からの搬出を予定
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＜参考＞2024年度中間貯蔵施設への使用済燃料の輸送状況（当社HPより）

 リサイクル貯蔵株式会社（青森県むつ市）のリサイクル燃料貯蔵センターへ輸送を完了
（2024年9月26日お知らせ済み）

 輸送数量：柏崎刈羽原子力発電所４号機の使用済燃料 燃料集合体 69 体 約 12 トンＵ

接岸 キャスク荷役

キャスク陸送①キャスク陸送②
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６.県民の皆さまへの当社取り組み状況のご説明について（コミュニケーションブース）
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６.県民の皆さまへの当社取り組み状況のご説明について（フォーラムの開催）
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